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研究成果の概要（和文）： 日本近海に分布する宝石サンゴ類の分布密度、成長速度などを推定

し、資源の持続的利用のためには海域をローテーションする漁獲法が有効であることを明らか

にした。また、ミトコンドリアゲノムの全塩基配列を決定し、遺伝子による種の同定を可能に

した。さらに、骨軸に含まれる微量成分濃度により、それらの産地が推定できることを明らか

にした。これらの成果は、資源の持続的な利用と貿易の管理技術開発に貢献するものである。 
 
研究成果の概要（英文）： To explore the possibility of a sustainable fishery of Japanese 
precious corals, the morphometry, population structure and growth rate were investigated. 
The results indicate a rotational harvest is useful for sustainable management. To 
identify species and their distributional area, the base sequence of mitochondrial 
genomes and trace element concentrations in the skeletons were analyzed. Results of this 
study will be contributed to sustainable fishery and management trading of precious 
corals. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 7,900,000 2,370,000 10,270,000 

  2009 年度 3,200,000 960,000 4,160,000 

2010 年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

2011 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

総 計 14,600,000 4,380,000 18,980,000 
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１．研究開始当初の背景 
（１）宝石サンゴ類（花虫綱・八放サンゴ亜
綱・サンゴ亜目・サンゴ科）は 20 数種が知
られており、そのうち 4 種（アカサンゴ
Paracorallium japonica、シロサンゴ C. 
konjoi、モモイロサンゴ C. elatius、ベニサ
ンゴ Corallium rubrum）が宝飾品として流
通している。日本近海産（高知、鹿児島、沖
縄）のアカサンゴとモモイロサンゴは良質で
あることから世界中に流通している。これら

の宝石サンゴは長年にわたる漁獲により資
源の枯渇が懸念されており、漁獲の制限を求
める世論が国際的に高まっている。2007 年
に開催された第 14 回ワシントン条約締約国
会議では、宝石サンゴ類全種を附属書 II に掲
載する提案が行われた。提案は第 1 委員会で
は採択されたが、本会議では否決された。
2009 年に開催された第 15 回ワシントン条約
締約国会議でも同様の提案が行われたが、否
決された。 
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（２）宝石サンゴ類は国際的な議論の対象に
なっているが、その生物学的研究は遅れてお
り、生態はもとより分類学的研究も進んでお
らず、未記載種が流通しているほどである。
特に日本近海における宝石サンゴ類の知見
は僅かしか無く、生物量、成長速度、生殖時
期などの知見は皆無といってよい。そのため、
日本産宝石サンゴ類の国際取引規制の動き
に対して、科学的判断に基づき是非を下すこ
とが出来ない。2013 年に開催される第 16 回
ワシントン条約締約国会議に向けて、議論の
基となる科学的知見を得ることは喫緊の課
題であるとともに、主要漁獲国としての国際
的な責務である。 
 
２．研究の目的 
（１）分布密度の推定：漁獲資源の推定する
ために不可欠な日本近海における宝石サン
ゴ類の分布様式、サイズ分布、密度等を明ら
かにする。 
 
（２）遺伝子の解析：宝石サンゴの分類基準
となる形質は少なく、近縁種を形態で同定す
ることは困難である。分子遺伝学的手法を用
いて宝石サンゴ類の分子系統を明らかにす
る。また、日本近海の地理的変異を明らかに
する。 
 
（３）成長速度の推定：個体群の動態を推定
するために不可欠な成長速度を推定する。 
 
（４）持続可能な漁獲方法の提案：本研究で
得られた生態学的知見を用いて、持続可能な
利用を図るための漁獲方法を明らかにする。 
 
（５）管理技術の確立：国際取引を適切に管
理するためには、ワシントン条約附属書掲載
種を輸出入する際に、種と産地を明らかにす
ることが必要である。そのために、骨軸中に
含まれる微量元素を用いた産地の同定技術
を確立する。 
 
３．研究の方法 
（１）分布密度の推定：深海カメラ、水中ロ
ボット等を用い、日本近海（高知、鹿児島、
沖縄）の宝石サンゴの分布密度、分布様式、
サイズ組成等を推定する。 
 
（２）遺伝子の解析：ミトコンドリアゲノム
解析により、種間及び種内の遺伝的変異を明
らかにする。  
 
（３）成長速度の推定：宝石サンゴ骨軸の成
長線の計数及び鉛放射性同位元素を用いた
年代測定を行うことで、成長速度を推定する。 
 

（４）産地の同定：ICP-MS、XRF 等各種分析
手法を用いて宝石サンゴ骨軸中の微量元素
を測定し、産地による特異性を明らかにする。 
 
４．研究成果  
（１）高知、奄美、沖縄近海で調査した結果、
宝石サンゴの密度は 100平方メートルあたり
0.03〜1.02 群体であることが明らかになっ
た。また、シロサンゴとモモイロサンゴの高
密度のパッチを発見した。高密度の海域は、
資源量の推定や幼生の分散過程の推定に重
要なだけでなく、将来保全する海域の候補と
して資源管理の上で重要である。 
 
（２）奄美近海の操業域と未操業域における
アカサンゴのサイズ組成分布を比較した結
果、資源が回復するには少なくとも 10～20
年を要することが明らかになった。 
 
（３）宝石サンゴの成長速度を推定するため
の新しい手法として、高輝度光科学研究セン
ターの大型放射光施設(SPring-8)でシンク
ロトロン赤外光による分析法を開発した。ア
カサンゴとシロサンゴを 30μm間隔に測定し、
二次元分布像を得た結果、前者では 864 cm-1

と 1142 cm-1、後者では 864 cm-1と 3379 cm-1

の強度に周期的な変動が見られた。それらの
周期は前者では 162-200μm、後者では
125-200μm 間隔であった。また、放射光軟Ｘ
線マイクロビームを用いて、モモイロサンゴ
とシロサンゴ骨軸の微量元素のマッピング
分析を行った。その結果、それら骨軸横断面
のイオウ、マグネシウム、ストロンチウム濃
度に周期的な変動がみられ、その間隔は
0.11-0.14mm であった。これらの値は放射性
鉛を用いた年代測定による年間成長速度と
ほぼ一致しており、赤外吸収スペクトルと微
量元素濃度の周期的な変動は成長に伴う年
変動であると考えられ、成長速度の推定に有
効であることが明らかになった。 
 
（４）アカサンゴとモモイロサンゴ骨軸中に
含まれる色素成分を抽出し比較した結果、両
者ともほぼ同じ組成であることが明らかに
なった。両種の赤色と桃色の相違は、色素成
分の含有量に起因することが示唆された。 
 
（５）アカサンゴ、シロサンゴ、モモイロサ
ンゴのミトコンドリアゲノムの全塩基配列
の決定を行い、類縁関係について明らかにし
た。 
 
（６）宝石サンゴ骨軸に含まれるバリウム、
マグネシウムの濃度は生息環境により変動
し、Mg/Ca 比と Ba/Ca 比を用いれば生息海域
を推定できることを明らかにした。今後貿易
管理技術として実用化するためには、非破壊



 

 

分析による産地同定技術を確立する必要が
ある。 
 
（７）炭酸塩骨軸の微細構造を解析する新し
い方法として、有機色素成分の高精度色彩分
析による顕微観察法、及び微量無機元素を指
標とした電子プローブマイクロアナライザ
ーによるマッピング分析法を確立した。 
 
（８）本研究によりこれまで知見がほとんど
なかった日本近海産宝石サンゴ類の分布密
度、成長速度、サイズ組成など生物学的、生
態学的知見を得ることができ、サイズの選択
的漁獲と漁場を一定期間で替えるローテー
ション漁法を採用することで、資源を持続的
に利用することができることを示した。 
 
（９）今後、加入率、死亡率などのパラメー
タを得て、資源量の推移をシミュレーション
モデルにより推定し、それに基づいた漁業管
理を提案することが必要である。 
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